
水と緑と花のまち 昭和50年 8月1日 No.766 

市政だより
人口の動き 法律相談日

7月1日現在前月比 11 8月21日(木〉

人口~~.~~~ + 1~~ 11 9時30分-15時
男 29.467+ 69 11 
女 31.161 + 8411市役所市民相談室

世帯数16.424+ 4211お気軽にどうぞ
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熱心に映写機わ操作をしている皆さん

警或強{とと達者手議議の議議iこ
婦人会は多様に変動する社会情勢の中で、物価、交

通、 環境など数多くの問題点をとらえ、その解決に幅 O 
広い活動を続けています。

7月15日福祉センターで、小松初子連合婦人会長外

会員55人の幹部が集まり、 映写機操作の講習会を聞き

ましTこ。

映 ・拙講 ム 講習会は…一習でー

情=習 一一れ学一一使

H 写機 :ì:.~*~~~ðlu加市社鎖一海竹尾
II~ M 用のポイントなど説明を受け、実技で映写機の始動、

フィ ルムの装てんなど4台の映写機を使って実施しま

した。

連ふ婦人ゐ このよう叫て婦人会は、技術を生かして地域活動
ロ掛布ノ、、コヨZ の中で映写機を使つての学習や会合が自主的lζ楽しく

でき、部落の奉仕活動 (子供会、老人会などのため〉

にも役立ち.すばらしい効果をあげています。

視聴覚ライブラリーは、時代に即応した学習をすす

めるとともに、成人の学習機会の拡大と内容・方法の

充実、諸国体などの育成強化をはかり連帯意識の高場

につとめています。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長立石直衛印刷所/九州凸版株式会社
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市

民

大

清

掃

デ

さ
あ

i
み
ん
な
で

参
加
し
ま
し
ょ
う

み
な
さ
ん
の
家
庭
の
ま
わ
り
や

近
く
の
あ
き
地
な
ど
に
茂
っ
て
い

る
セ
イ
ダ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
な
と

有
害
雑
草
を

一
家
そ
ろ
っ
て
、
町

内
こ
ぞ
っ
て
い
っ
せ
い
に
追
放
し

古
?し
ょ・っ。

と
く
に
雑
草
の
茂

っ
て
い
る
あ

き
地
の
地
主
さ
ん
に
は
刈
取
り
を

お
願
い
し
て
明
る
い
町
づ
く
り
に

協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う。

朝
八
時
に
サ
イ
レ
ン
を

い
っ
せ
い
に
吹
鳴
し
ま
す

月

間

日

し
て
ど
先
祖
に
も
喜
ん
で
も
ら
い

古品
、し
ょ
，っ。

箕
島
大
橋
か
ら
三
四
号
国
道
ま
で

ア
ワ
タ
チ
ソ
ウ
の
い
っ
せ
い
除
去

八
月
十
日
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に

二
時
間
の
予
定
で
約
二
キ
ロ
に
渡

る
沿
道
の
雑
草
を
青
年
会
議
所

市
青
年
団
、
ロ
ー
タ
リ
ー

ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
人
々
が
刈

取
り
の
奉
仕
作
業
を
実
施
さ
れ
ま

す。富
ノ
原
松
下
工
業
期
睦
会
の

皆
さ
ん
で
大
村
公
園
を
清
掃

藤義雲 :甥欝畷鶏蝿壊露繍議長穿烹璽ご

霊童契 機選議i湾灘議磁鍛験強金鍾
遺露櫨 叩 .~鉛益滋例n$益事 d梢苓端訴訟匹 、長 一 一三二ι . 

で のを 身
き 度お体 市
る車か の は
よいけ 不 で七

う すし 自 市 11 J 
にでて由 役 片二

も いな 所 ザ
長自 ま 方を 空幸
さ由 し に訪 三二
ー にた 大問 主ι
七 出が変さ ス閏

入 、 不 れ V '.J 

二 りこ 便 るロ lこ
しり O 汎 l 
ま付丘 、 ザロ
し の 、 幅 二一
たスス ー 干
の ロテ・ 日平… ， 
で| ン uん

ζ フレ πL

利 会 ス
用芸ノマ 乙
下 さ イ う
さがプ配
い完 手 六
。成 す・

サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
家
族
ぐ
る

み
で
家
庭
の
ま
わ
り
を
三
十
分
間

の
清
掃
運
動
に
立
上
が
り
ま
し
ょ

-っ。
ま
た
、
い
つ
も
利
用
し
て
い
る

町
内
の
公
民
館
や
遊
園
地
の
ま
わ

り
も
み
ん
な
で
き
れ
い
に
清
掃
し

寺
子
し
ょ
，っ。

も
う
す
ぐ
お
盆
で
す

墓
地
も
清
掃
し
ま
し
ょ
う

八
月

一
日
か
ら
十
日
ま
で
は
環

境
美
化
旬
間
で
す
。

お
墓
の
雑
草
も
き
れ
い
に
除
去

沿
道
の
住
民
の
み
な
さ
ん
も
ど

協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

。
環
境
美
化
市
民

大
会
の
延
期

七
月
十
五
日
号
の
市
政
だ
よ
り

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
八
月

十
一
日
夜
の
市
民
大
会
は
花
火
大

会
と
重
な
り
ま
す
の
で
延
期
し
ま

す
。社会を明るくする運動
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入賞・入選者きまる

タポス弁論大会・

青
少
年
弁
論
大
会
は
七
月
十
二

日
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
市
民
会

館
三
階
大
会
議
室
で
行
わ
れ
、

中

学
生
十
人、

高
校
生
七
人
が
熱
弁

を
ふ
る
い
ま
し
た
。

審
査
は
五
人
の
審
査
員
に
よ
っ

て
厳
正
に
行
わ
れ、

次
の
人
が
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

中
学
生
の
部

一
位

(
市
長
賞
)

古
い
手
紙

西
大
村
中
三
年

馬

場

三
恵

三
位

(大
村

ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
賞
)

ふ
れ
あ
い

玖
島
中
三
年

山

口

弘
美

三
位

(大
村
区
保
護
司
会
賞
)

命
あ
る
も
の

西
大
村
中
二
年

野
口
弘
子

四
位

(大
村
区
保
護
司
会
賞
)

歌
声
の
輸
を

西
大
村
中
三
年
西
由
美
子

五
位

(大
村
阿
保
護
司
会
賞
)

友
人
が
残
し
て
く
れ
た
も
の

西
大
村
中
三
年
山
見
坂
朋
子

高
校
生
の
部

一
位
(
議
長
賞
)

生
き
る

大
高
三
年

近

藤

宏

子

二
位

(大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
賞
)

青
春大

高

一
年

小
川
雅
子

三
位

(
大
村
区
保
護
司
会
賞
)

父
を
失

っ
て

大
高
定
時
制
三
年赤

島
佐
智
恵

ま
た
同
日
、
小
学
生
と
中
学
生

に
よ
る
ポ

ス
タ
ー
の
応
募
作
品
三

百
九
十
六
点
に
つ
い
て
審
査
が
行

わ
れ
、
六
十
二
点
が
入
選

(小
学

三
十

一」白
…、
中
学
三
十
点
)
そ
の

う
ち
小
学
生
の
部
三
点
、
中
学
生

の
部
三
点
が
特
選
と
な
り、

次
の

人
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
生
の
部

特
選

一
位

(市
長
賞
)

黒
木
小
六
年

北
島
み
ど
り

特
選
二
位
(
大
村

ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ

4

貰
)

三
浦
小
五
年

山
上
と
も
子

特
選
三
位
(大
村
区
保
護
司
会
賞
)

三
浦
小
五
年

大

串

知

佐
子

中
学
生
の
部

特
選
一
位

(議
長
賞
)

玖
島
中
三
年

西

永

和

代

特
選
二
位
(
大
村
ラ
イ
オ

ン
ズ

ク
ラ
ブ
賞
)

西
大
村
中
二
年

岡
山
裕
子

特
選
三
位
(
大
村
区
保
護
司
会
賞
)

萱
瀬
中
一
年

宮
崎
由
美
子

な
お
、
ポ
ス
タ
ー
は
八
月
末
日

ま
で
市
立
図
書
館
に
展
示
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。
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耳

と

言

葉

水を大切に

ご協力を?と/節水に

水
と
緑
の
大
村
市
は
、
市
民
の

皆
様
方
に
、
清
れ
ん
豊
富
な
水
を

りむあ、ゐ、市政だより

の

相

談

'
1
3
1

P
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日

六てとh7 '，1.-. I三一一一1子 |そす第十年飲
月い各 |年次 |最大給水量 |の。六 d 度ん
二ま年 「一一一一-i i工 回のーで
十す次 |昭和49年 I 16，61077 事 拡給日頂
六がに |一一一一一 計 張水最乙
日、分 11 50年 i18，500d I lilii 工を大う
で既け ト一一一--j- --で 事行二と
、にて 11 51年 20，620d Iは をう万

一昭工 i一一一一一I -- --- 行事五昭

日和事 11 52年 I 23.040d つ を 千 和
最五を |一一一一一 て百七五
大十進"C'll.r ! OC '7[!(¥_3 い標百十
一年め 11 53年 125.型笠」 まに六三

b
年

寄

り

に

踊

り

白
本
舞
踊
を
ひ
ろ
う
す
る

テ
イ
ル
・
ア
ン
ダ
ー
ト
ン
さ
ん

(3) 

日

(第

3
土
曜
日
)
午
後

1
時

1

4
時

万
八
千
五
百
吋
と
水
道
水
の
実
際

消
費
量
が
、
最
盛
期
を
待
た
ず
一

日
最
大
給
水
量
に
達
し
ま
し
た
。

今
後
暑
さ
が
厳
し
く
な
る
八
月

を
控
え
て
市
民
の
皆
様
に
十
分
な

給
水
を
お
届
け
で
き
る
か
心
配
し

て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
水
道
部
は
、

工
事
の

繰
上
げ
施
行
な
ど
を
行
い
、
皆
様

第 2回

「
く
ら
し
の

一
般
消
費
者
を
対
象
に
、
く
ら

し
に
必
要
な
知
識
、
情
報
を
提
供

の

慰

問

テ
イ
ル
・
ア
ン
ダ
ー
ト
ン
さ
ん

今
年
一
月
大
村

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ク
ラ
ブ
会
長
や
会
員
の
皆
さ
ん
と

ラ
ブ
の
招
き
で
、
交
換
学
生
と
し
ゆ
か
り
会
の
皆
さ
ん
が
清
和
園
を

て
豪
洲
か
ら
来
日
し
た
デ
イ
ル

・
訪
問
、
踊
り
を
ひ
ろ
う
し
て
お
年

ア
ン
ダ
ー
ト
ン
さ
ん
は
、
日
本
の
寄
り
を
慰
め
ま
し
た
。

生
活
に
も
な
じ
み
、
現
在
藤
間
ゆ
今
ま
で
沢
山
の
人
が
訪
れ
ま
し

か
り
会
藤
間
頭
三
津
さ
ん
の
も
と
た
が
、
異
国
の
お
嬢
さ
ん
が
慰
問

で
日
本
舞
踊
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
さ
れ
た
の
は
珍
し
く
、

踊
り
の
器

て

い

ま

す

。

用

さ

に

お

年

寄

り

も

盛
大
な
拍
手

七
月
六
日
海
江
田
ロ
ー
タ
リ
ー
を
送
り
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

に
ど
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
極

力
努
力
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
万
一
制
限
給
水
、
或
い

は
時
間
給
水
と
い
う
非
常
事
態
の

お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う

か
家
族
そ
ろ
っ
て
水
道
水
の
節
約

に
ど
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。日

教
室
」

8
月

7
日

開

設

し
、
生
活
の
科
学
化
向
上
を
図
る

た
め
の
教
室
で
す
。

日

時

八
月
七
日
(
木
)

午
後
一
時

t
三
時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

内
Fチで、

合

川
映
画

「化
学
公
害
」

同
講
演

一「

長性化
崎」学
女調
子味
短料
期と
大安
学全

講
師

助
教
授

山
添
義
隆

的
質
疑

苦
情
相
談

午
後
三
時

t
四
時

受
講
料

無
料
で
す

ど
な
た
で
も
自
由
に
ど
参
加
下

，、-、。

J
u
r

、'
b
u

・

福

祉

セ

、
戸"

タ工

食

力日

口
口口

清

清
掠
飲
料
と
は
、

炭
酸
を
含
ん

だ
飲
物
や
、
ク
エ
ン
酸
、
酒
石
酸

な
ど
を
含
ん
だ
飲
物
で
、

保
存
で

き
る
よ
う
ビ
ン
や
缶
に

つ
め
ら
れ

た
ア
ル

コ
ー
ル
分

一
労
以
下
の
も

の
を
い
い
ま
す
。

種

類

い
炭
酸
飲
料

①
天
然
に
炭
離
ガ
ス
を
含
ん
で
い

る
も
の

②
人
工
的
に
含
ま
せ
た
も
の

③
甘
味
や
香
り
を
つ
け
た
も
の

①
甘
味
や
香
り
を
つ
け
な
い
も
の

帥
果
実
飲
料

言十

日重

法

改

正
お

正
味
量
表
記
の
義
務

法
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
品
目

を
密
封
し
て
販
売
す
る
人
は
、
そ

の
内
容
量
が
定
め
ら
れ
た
誤
差
を

乙
え
な
い
よ
う
に
正
し
く
は
か
り

そ
の
正
味
量
を
グ
ラ
ム
な
ど
の
単

位
で
消
費
者
に
見
や
す
い
よ
う
に

表
示
す
る
こ
と
が
五
十
年
三
月
十

五
日
か
ら
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た

と

は
;尽

飲

料

編

@
天
然
果
汁

②
果
実
ピ
ュ
!
レ

③
巣
実
飲
料

①
果
肉
飲
料

①
果
汁
入
り
清
涼
飲
料

国
乳
酸
飲
料

牛
乳
や
脱
脂
乳
に
乳
酸
菌
な

ど
を
働
か
せ
砂
糖
、
香
料
を

加
え
シ
ロ
ッ
プ
状
に
し
た
発

酵
乳
性
の
飲
料

倒
粉
末
清
涼
飲
料

ぶ
ど
う
糖
に
人
工
甘
味
料
、

酸
味
料
、
着
色
料
な
ど
を
混

合
し
た
も
の
。

の知

り

せ

た
だ
し
、
五
十
年
三
月
十
四
日

ま
で
に
製
造
さ
れ
た
も
の
は
六

カ
月
間
の
猶
予
期
間
が
お
か
れ
て

い
ま
す
。

計
り
売
り
の
推
進

計
り
売
り
に
適
す
る
商
品
を
販

売
す
る
人
は
、
グ
ラ
ム
な
ど
の
単

位
で
計
り
売
り
す
る
乙
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
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!乳!
;T; 
!豚!

保
留
種
畜
を
認
定

駒

木

義

3 

力

年
口 下 塚

正

Eム

皆

同

郷

鬼

一
の
郷

山

小

路

口

町

山

徳
泉
川
内
郷
川

木
場
郷

岩

木
場
郷

松

岩

松

郷

松

岩
松
郷

田

中本谷永口

甚安文福貞

一
二
機
態
畿
戦

十

N
1
1

七
月
土
日
大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ

ナM

総
鱗

鱗

轍

臨

ク

ラ

ブ

田

崎

英
秋
会
長

(会
員
六

↑

蹴

融

関

議

十
五
人
)
の
案
内
で
、
交
換
学
生

総
麟

醐

羽

ゑ

懇

密

四

人

(

朝

長

宣

光

さ

ん

、
藤
井
美

鵠

部

奈

子
さ
ん
宇
山
寿
太
郎
さ
ん

一一

機

瀦

藤

議

笠

井
達
彦
さ
ん
〉
は
、
渡
米
の
あ

総
議
機
線
機
鱗
糊

い
さ
つ
の
た
め
市
役
所
を
訪
問
さ

一
松
本
一
巾
一
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
れ
ま
し
た
。

一
受
取
る
交
換
学
生
の
四
人

間

岩

松

郷

岩

徳
泉
川
内
郷
上

豚

の

部

桜
馬
場

矢
上
郷

矢
上
郷

矢
上
郷

矢
上
郷

一 幸 作寿 彦 定俊雄

滝 永

中

村
秀

山

三
弦
谷

浦

辺
三

井

福

美
近
太
郎

政邦勝高

昇春夫 一 光

沖
田
郷

一
の
郷

原
口
町

横
山
頭

平
小
川
郷

今
村
郷

今
村
郷

山山 笠望勢福松

清

一
日
出
男

留

一

民

夫
寿

一
郎

敏

博
良

信

戸 田本中 中 寺 月

1
1
1
1
i
l
l
i
t
-
-
l
i
l
l
i
t
-
-
1
1
 

ど

親
善
と
友
交
を
ひ
ろ
め
る
た
め

つ

ぞ

閲

覧

を

地

価

公

示

.t、
口

帳

交

換

学

生

4
人

が

渡

米

四
人
は
、

夏
休
み
を
利
用
し
て

ア
メ
リ
カ
(
イ
リ
ノ
イ
州
、
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
な
ど
)
に
滞
在
、

各
市
を
訪
問
親
善
と
友
交
を
ひ
ろ

め
る
た
め
渡
米
す
る
も
の
で
、
出

発
に
あ
た
っ
て
松
本
市
長
か
ら
各

市
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
手
渡
さ
れ

激
励
の
言
葉
を
受
け
、
十
二
日
元

気
に
出
発
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
の
土
地
取
引
に
お
け
る
地

価
の
水
準
に
つ
い
て
、
正
し
い
知

識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
地

価
公
示
法
に
基
づ
い
て
五
月
一
日

付
で
標
準
地
の
価
格
が
公
示
さ
れ

本
市
も
、
昨
年
同
様
標
準
地
三
カ

所
に
つ
い
て
の
地
価
が
公
示
さ
れ

ま
し
た
。

乙
の
公
示
価
格

(
一
月
一
日
現

在
)
は
土
地
取
引
価
格
の
目
安
と

な
っ
た
り
、
公
共
用
地
の
取
得
価

格
の
算
定
基
礎
資
料
な
ど
に
も
役

立
つ
'
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
閲
覧
に
供
す
る
た
め

執
務
時
間
中
に
地
価
公
示
台
帳
を

市
企
画
室
に
備
え
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
下
さ
い
。

…

原

爆

犠

牲

者

の

め

い

福

を

一

原

爆

記

念

日

に

サ

イ

レ

ン

.

~

長

崎
市
で
原
爆
の
犠
牲
と
な
ら
イ
レ
ン
を
一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。
~

計
れ
た
人
々
の
め
い
福
を
祈
っ
て
、
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、

犠
牲
者
の
~

九
八
月
九
日
午
前
十
一
時
二
分
に
サ
霊
を
慰
め
ま
し
ょ

う

。

ん

f

・・、，，•.• 
--z
、.2
・・・，
z
、.. 2
・2

，E、ご
ご・.，，E
・・・・・、，，・・
z
・・、，•.•.. 

，，、
.2

・・‘，，..•.• 
‘、，
z
・2
'
E

、.・2
・2'
g
..... 

、.，・・
... ，、‘
rh

部改正の源泉所得税

源
泉
所

得
税
の

部

(
食
事

の
提
供
な

以 後 適 用 ー

ど
に
よ
る

市
は
優
良
な
家
畜
の
改
良
増
殖

を
進
め
、
畜
産
の
振
興
を
は
か
る

た
め
、
種
畜
の
保
留
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
本
年
度
次
の
人
々
の
種

畜
を
向
う
三
カ
年
間
大
村
市
保
留

種
と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

乳
牛
の
部

小
路
口
町

経
済
的
利

益
)
が
次

の
よ
う
に

改
正
さ
れ

日

七
月
一
日

以
後
支
給

- 7月

す
べ
き
も

の
に
つ
い

て
適
用
さ

れ
ま
す
。

詳
し
く

は
税
務
署

に
お
た
ず

ね
下
さ
い

受給 者区 分 | 改 正 前 改 正 後

通常 の勤 務者

他白現物給与と合せて I 射所負のそ観田負得た撃超担者だ者額がえし官、舘負るの担非部全聖韻課分額す書税れ白が討i金課ばと1額税1非な!議日課だる白た対説円け員めをで象。装超白なと置使えな〈里用、るる会者世。と品由用きE 
月額700円の少額非課税

規定を適用

者は

深夜勤務者に金

夜支産時白き夜給聞午食10前勤が0のし円務午5現た時以桂者物金下ま支1銭(0で非正時給は)課規かにに1税対代の固ら翌勤えにし務ててつ日 深額下て夜通で回支勤常も覇給白白者給にし与つにた対金にい加盛てL算では夜非し1生て回課田勤目税現務金物額1支回が桔ど20?と0と代由円定以え 1 銭で支給する食

事代
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8
月

ぽ

相

談

耳

と
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葉

の

日
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い
よ
い
よ
国
勢
調
査

実
施
本
部
を
設
置

市
役
所
第

6
会
議
室

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
る
国
の
最
も
基
本
的

な
統
計
調
査
で
、
全
国
・
都
道
府

県
・
市
区
町
村
の
人
口
や
世
帯
数

ば
か
り
で
な
く
、
人
口
の
構
成
や

世
帯
の
構
成
を
明
ら
か
に
し
て
、

国
の
政
治
や
行
政
は
も
ち
ろ
ん
、

都
道
府
県
や
市
区
町
村
の
地
域
社

会
に
直
結
す
る
行
政
に
役
立
つ
資

料
を
得
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

お おむら市政だより(5) 

日

(第

3
土
曜
日
)
午
後

1
時

1

4
時

実
施
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

実
施
本
部
は
、
本
部
長
大
石
助

役
、
副
本
部
長
に
立
石
総
務
課
長

を
お
き
、
庶
務
、
広
報
、
指
導
審

非行・事故のない-1

!夏休み を

タン少 年 セ

十
月
一
日
の
実
施
に
あ
た
り
、

調
査
の
万
全
を
期
す
る
た
め
、
市

庁
舎
内
第
六
会
議
室
に
国
勢
調
査

一
九
オ
i騨
懇
駅
一

寝

た

き

り

老

人

を

慰

問

…

隣
町
山
線
vvv

中

央

婦

人

会

一一一…山晶畦
品
目羽

-Eζ
議
描
輔
副
J
J
J
F
問
、
J
J
J

一

JJti
町一
ぷ一
一
一
一
-
円
融
購
艇
長
月
一一一
一

、i
一
問
削

μ関
聯
織
機
一
一
…
…
一一

七
月
二
日
、
中
央
婦
人
会
(
松
患
者
さ
ん
は
、
乙
の
ご
好
意
に

一

角

?

議

整

i

、

井
会
長
会
員
五
百
五
十
人
)
の
お
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

一二一三
5
2
f
縄戦
者

ーし
ご
主
宰
m
J
JJ与
勝
点
Y

…
一
一
母
さ
ん
方
三
十
人
が
、
市
立
病
院
こ
の
あ
と
、
尾
崎
院
長
の
新
し

忘

誌

記

辺

町

ti…川
市川市川
一
‘
闘
阿

A
F
H
rj
海
自
茸
泌
、
、
。
t
hq

一一三仰い!一中川河川ルゴバ
ム
〉
二
i
h

入
院
中
の
寝
た
き
り
老
人
を
見
舞
い
病
院
づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
が
一

一一MIri-域
緊
わ
れ
、
一
日
も
早
く
全
快
さ
れ
る
あ
り
、
乙
れ
に
対
す
る
希
望
と
か
…

-

L
J
J
J
i--ω
ペ

が

よ
う
に
と
心
か
胃
お
励
ま
し
の
言
意
見
な
ど
も
あ
っ
て
、
大
変
有
意
…

尾
崎
院
長
か
ら
話
を
聞
く
葉
と
花
束
、
並
び
に
「
オ
ジ
メ
」
義
な
一
日
で
し
た
。

婦

人

会

の

み

な

さ

ん

約

百

六

十

点

を

贈

ら

れ

ま

し

た

。

…

査
の
斑
に
分
れ
、
指
導
員
二
十
人

を
も
っ
て
編
成
し
て
い
ま
す
。

調
査
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

楽
し
い
四
十
日
間
の
夏
休
み
に

入
り
、
子
供
た
ち
は
野
や
山
に
、

海
や
川
に
元
気
い
っ
ぱ
い
飛
び
回

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
学
枚
か
ら
解
放
さ
れ

た
子
供
た
ち
は
、
危
険
な
遊
び
ゃ

冒
険
に
興
味
を
も
ち
、
大
人
の
自

の
と
ど
か
な
い
所
で
遊
ぶ
乙
と
が

多
く
な
り
が
ち
で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
事
故
を
起
し

た
り
、
非
行
化
す
る
乙
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
市
民
一
人
一
人

の
協
力
を
得
て
夏
休
み
中
の
非
行

ナ
イ
タ
ー
設
備
が
完
成

待
望
の
ナ
イ
タ
ー
設
備
が
完
成

七
月
十
二
日
午
後
七
時
か
ら
、
大

石
助
役
、
市
議
会
議
長
を
は
じ
め

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
長
外
関
係
者

多
数
出
席
し
て
、
ナ
イ
タ
ー
聞
き

が
催
さ
れ
ま
し
た
。

点
燈
式
は
、
助
役
、
議
長
、
協

会
長
の
ス
イ
ッ
チ
・
オ
ン
で
四
十

八
個
の
水
銀
灯
か
ら
グ
ラ
ン
ド
一

面
に
照
ら
さ
れ
、
観
声
と
拍
手
が 福

祉

セ

、
/ 

タ

事
故
を
防
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

一
、
特
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
見

か
け
た
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。

マ
夜
八
時
以
降
の
夜
遊
び

ム
子
供
だ
け
の
海
水
浴

マ
危
険
な
花
火
や
火
遊
び

マ
シ
ン
ナ
ー
・
ポ
ン
ド
遊
び

マ
二
十
歳
未
満
の
喫
煙

マ
万
引
な
ど

一
一
、
特
別
街
頭
補
導

マ
八
月
十
一
日
花
火
大
会

マ
八
月
十
二
日

l
十
八
日

花
火
大
会
と
お
盆
を
中
心
に
夜

間
の
補
導
を
強
化
し
て
、
少
年

補
導
員
の
巡
回
を
行
い
ま
す
。

三
、
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
の
通
報
を

子
供
た
ち
の
非
行
、
事
故
に
関

ど

う

ぞ

ご

利

用

を

夜
の
公
園
に
こ
だ
ま
す
る
中
で
式

典
が
終
了
し
ま
し
た
。

式
典
後
佐
世
保
東
商
業
高
校
と

向
陽
高
校
の
試
合
が
あ
り
3
対
0

で
向
陽
高
校
が
勝
ち
ナ
イ
タ
ー
聞

き
に
花
を
そ
え
ま
し
た
。

設
備
は
、
八
本
の
柱
に
四
十
八

個
の
水
銀
燈
が
取
付
け
ら
れ
、
一

個
千
ワ
ッ
ト
の
明
る
さ
が
あ
り
‘

工
費
は
、
千
二
百
万
円
で
し
た
。

す
る
こ
と
は
何
で
も
結
構
で
す
ご

一
報
下
さ
い
。

…

@

…

 

…両国
明
君
調
醤
…

国
勢
調
査
の
経
緯

国
勢
調
査
の
第
一
回
目
は

H

.
大
正
九
年
に
行
わ
れ
、
以
来
山

v

今
年
で
十
二
回
目
を
迎
え
る
山

乙
と
に
な
り
ま
す
。

当
時
の
大
村
市
は
戸
数
が
h

五
五
一
八
戸
、
人
口
二
九
、

四
四
七
人
と
な
っ
て
お
り
、

V

現
在
の
数
字
を
み
ま
す
と
(

W

J

六
月
一
日
現
在
)
世
帯
数
一

中
六
三
八
二
世
帯
、
人
口
六

O
V

-
四
七
五
人
で
す
。

「
国
勢
調
査
の
父
」
と
い
わ
~

れ
る
人
は
杉
亨
二
先
生
で
す
い

先
生
は
長
崎
に
生
れ
て
、

ハ
苦
学
を
し
な
が
ら
オ
ラ
ン
ダ
山

へ
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
勉
強
を
い

し
ま
し
た
。

後
に
江
戸
に
の
ぼ
っ
て
勝
山

山
隣
太
郎
海
舟
の
家
で
オ
ラ
ン

H

ダ
語
の
教
授
を
さ
れ
て
い
ま
ん

し
た
。テ

レ
ビ
映
画
「
勝
海
舟
」

で
登
場
し
て
い
た
杉
純
道
が
山

そ
の
人
で
す
。



精
霊
舟
用
と
し
て

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
無
償
払
下
げ

払

下

条

件

す

る

こ

と

。

山

O
町
単
位
か
部
落
単
位
で
あ
る
申
込
期
限
及
び
現
品
支
給

こ
と
。
個
人
に
は
払
下
げ
ま
八
月
五
日
ま
で
(
払
下
げ
は
先
v

せ

ん

。

着

順

で

す

)

v
O精
霊
舟
と
し
て
利
用
し
焼
却

申

込

先

市
企
画
室
交
通
公
害
係
-u

但
し
路
線
パ
ス
を
除
く

三、

馬
場
先
波
止
付
近
に
駐
車
で

き
る
の
は
指
定
車
の
み
で
す

適
宜
、
焼
却
願
い
ま
す
。

交

通

規

制

当
日
の
混
雑
と
事
故
防
止
の
た

め
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
午
後
十

時
三
十
分
ま
で
の
問
、
次
の
と
お

り
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

て

精

霊
舟
の
長
さ
こ
れ
以
上
の

も
の
は
国
道
三
四
号
線
の
歩
道

は
通
行
で
き
な
い

一
一
、
本
経
寺
下
交
差
点
か
ら
馬
場

先
波
止
の
聞
は
諸
車
通
行
禁
止

(6) 

ぅ精そ

i霊 j
j流 i
jし(

り

そ

他

の

北

大

大

食

交

官

大
村
湾
を
美
し
く大

おおむ

て
精
霊
舟
を
車
両
で
運
撮
す
る

と
き
は
危
険
で
す
か
ら
灯
ろ
う

の
火
を
消
す
乙
と

指

定

の

場

所

に

二
、
精
霊
舟
は
長
さ
十
れ
、
幅
二

・
五
汎
、
高
さ
三
・
五
汎
以
下
で

あ
る
こ
と
。

国
鈴
田
地
区

三
鈴
橋
、
射
場
前
ガ
ー
ド
下

回
三
浦
地
区

舟
津
、
日
泊
、
溝
陸

中
央
、
郡
地
区
で
の

行

事

現
地
に
祭
壇
を
設
け
、
合
同
供

養
(
午
後
九
時
ご
ろ
)
を
行
い

遂
次
現
場
で
焼
却

鈴
田
、
三
浦
地
区

集
積
地
に
誘
導
、
午
後
九
時
ご

ろ
か
ら
現
場
で
焼
却

指
定
集
積
地
に
遠
い
人

恒
例
の
お
盆
行
事
(
精
霊
流
し
)

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

大
村
湾
や
河
川
な
ど
を
美
し
く

き
れ
い
に
す
る
運
動
の
一
つ
と
し

て
当
日
の
精
霊
舟
や
供
物
な
ど
を

海
や
川
に
流
さ
な
い
よ
う
に
、
次

の
乙
と
に
ど
協
力
下
さ
い
。

市政だより

花
火
の
販
売
庖

一、

精
霊
舟
の
通
る
道
筋
の
庖
で

は
花
火
類
の
陳
列
、
販
売
は
し

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い

二、

矢
び
ゃ
、
爆
竹
.
投
げ
玉
、

乱
れ
玉
な
ど
危
険
性
の
強
い
花

火
の
販
売
は
自
粛
し
て
下
さ
い

精
霊
舟
の
コ
ー
ス
に
あ
た
る

商
庖
・
住
宅
街

一
、
精
霊
舟
の
通
る
商
居
街
な
ど

で
は
.
万
一
の
事
故
に
備
え
て

消
火
器
具
を
準
備
し
て
下
さ
い

一
て
着
火
、
引
火
し
や
す
い
油
類

セ
ル
ロ
イ
ド
、
枯
木
枯
葉
、
そ

の
他
燃
え
や
す
い
物
の
陳
列
、

放
置
な
ど
し
な
い
よ
う
に
整
理

し
て
お
い
て
下
さ
い

三
.
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
駐
車

場
、
玩
具
販
売
居
、
塗
料
居
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売
居
、
そ
の

他
燃
え
や
す
い
物
を
取
扱
う
居

で
は
花
火
な
ど
の
使
用
禁
示
の

表
示
を
し
て
下
さ
か。

危
険
な
場
所
で
花
火
の

使
用
禁
止

一
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
駐
車

場
、
玩
具
販
売
居
、
塗
料
居
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売
庖
及
び
そ

の
付
近
、
道
幅
の
狭
い
と
こ
ろ

見
物
人
通
行
人
が
密
集
し
雑
踏

し
て
い
る
と
乙
ろ
な
ど
で
は
矢

び
や
爆
竹
、
投
げ
玉
、
乱
れ
玉

な
ど
の
使
用
は
、
絶
対
に
禁
止

し
ま
す

昨
年
の
花
火
事
故
は
、
県
内
で

六
件
発
生
し
、
う
ち
、
け
が
人
が

四
人
、
火
災
に
よ
る
被
害
が
百
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

精霊流しの花火

事故のないお盆を
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精
霊
舟
な
ど
の

指
定
集
積
地

付
中
央
地
区
(
大
村
、
西
大
村
)

馬
場
先
波
止
埋
立
地

同
郡
地
区
(
竹
松
、
福
重
、
松
原
)

火
力
発
電
所
伏
原
埋
立
地

い

昭
和
四
十
四
年
に
は
佐
世
保
で

大
火
災
を
ひ
き
起
し
、
約
四
億
円

の
被
害
を
だ
し
て
い
ま
す
。

特
に
精
霊
流
し
で
は
、
宗
教
的

行
事
で
あ
る
寛
容
さ
か
ら
、
無
謀

な
行
動
に
出
る
人
が
い
ま
す
。

お願

二
、
精
霊
舟
に
は
、
責
任
者
を
定

め
て
下
さ
い
。
又
、

警
察
で
は

「
花
火
取
扱
者
」
を
指
定
し
何

ら
か
の
マ

l
ク
を
つ
け
さ
せ
る

考
え
で
す

三
〈
J
J
'
z
z〉
-'Z12
〈
一
二

'
J
J
〉
-
3
a
E
z
t
'
t
-
f
'
J
J
3
-
3
1
1
t
e--'JJ川

~

8

月

日

日

γ

一

正

午

に

サ

イ

レ

ン

一

お

盆
と
と
も
に
、
精
霊
流
し
も

円
近
ま
っ
て
き
ま
し
た
が
、
精
霊
流

(

全

国

戦

没

者

追

悼

式

~

し

に

は

花

火

が

つ

き

も

の

で

す

。

人
八
月
十
五
日
正
午
に
サ
イ
レ
ン
庭
に
お
い
て
は
半
旗
を
掲
げ
黙
と

い

夏

の

風
物
詩
を
飾
る
楽
し
い
花

〉
を
一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。
う
を
し
、
戦
争
犠
牲
者
に
対
し
追
ん
火
で
す
が
、
大
火
を
ひ
き
起
し
た

仇
官
公
庁
、
会
社
、
工
場
及
び
家
悼
の
ま
こ
と
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
一
り
、
又
、
人
切
身
体
を
傷
つ
け
危

yet-f'J
〉
、
y
e
-
-
f
z〈
J
eri-
-Jee

、-de--〈
-
i
J
J
J
1
・

1
・
1
〈

=Je--
一ル

験
な
も
の
で
す
。

警
察
で
は
、
花
火
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
火
薬
類
取
締
法
、
道

路
交
通
法
、
軽
犯
罪
法
な
ど
の
法

規
を
適
用
し
て
規
制
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
に

も
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

三
、
花
火
の
ほ
か
、
精
霊
流
し
に

参
加
す
る
人
に
は
飲
酒
を
自
粛

さ
せ
、
他
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
、
酒
類
を
出
す
場
合
は
精

霊
流
し
が
終
っ
て
か
ら
出
す
よ

う
托
し
て
下

suv。

精
霊
流
し
の
日
は
、
次
の
こ
と

を
守
っ
て
、

花
火
な
ど
に
よ
る
事

故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う。



昭和50年 8月 1日
II1II滋鍋01111111111111111111111脚1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川川111111111ωs

りお お む市政だより(7) 

3!日盟関ij
14Hi|官官官1211i11
17k|同外主膚・産・性婦病人科利科|佐桝中伯本島 外医医院科院 I武向犬陽川部町田225---4383380570 5 5 

24lf吋 l曹71Z!瑚521
31i i叫降五時量産jill

~: 

献

血

お

せ

し

り

注
射
と
検
診

国
三
歳
児
健
康
診
査

対

象

昭

和
四
十
七
年
二
月
生
れ

の
人
及
び
昭
和
四
十
六
年
八
月

か
ら
昭
和
四
十
七
年

一
月
生
れ

の
人
で
、
ま
だ
健
診
を
受
け
て

い
な
い
人
。

日
時

八
月
二
十
六
日
(火〉

午
前
九
時
三
十
分
l
十

一
時

午
後

一
時

t
こ
時
三
十
分

場

所

市

役
所
第

一
会
議
室

料

金

無

料

※
必
ず
母
子
健
康
手
帳
を
ど
持
参

当 番医の8月

lま

ず

た

わ

ま

ごi¥ぺ三、f
・~ .../ 11 !沼 ¥J

l11 
!ミグて cl

圃
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の

結

果

六
月
に
実
施
し
ま
し
た
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
診
の
結
果
に
つ
い
て
、
七

月
末
日
ま
で
に
再
検
診
の
通
知
が

な
か

っ
た
人
の
所
見
は
「
異
常
な

し
」
で
す
の
で
ご
承
知
下
さ
い
。

圃
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健
康
相
談

何
カ
月
も
相
談
を
・
つ
け
て
い
な

い
乳
幼
児
を
お
も
ち
の
お
母
さ
ん

や
、
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
は
是
非

お
繰
合
せ
お
で
か
け
下
さ
い
。

午前9時~午後 6時

し

ー
か

りる

わ

力t

な
お
、
鈴
田
地
区
、
萱
瀬
地
区

で
先
般
実
施
し
ま
し
た
幼
児
健
康

診
査
の
未
受
診
者
は
こ
の
機
会
を

ど
利
用
下
さ
い
。

吐時間 |場所 | 対 象 |
8月四I9:30~11:刊鈴田出張所 |:2貫録鰻診者(
8月14日111ii二ii:11l竹松出張所 |乳幼児 l 
B月t9日19:30--11:001松原出張所 |妊婦と乳幼児 i

8月 28 日 1 9:30~1川l 萱瀬出張所 1 :5官接鰻診者|
8月29B 113: 30-;lL2QI fl!*バ民館 i昭和48年2月~49|

日 受付)1 出ム !年1月生れの幼児 |

月
試

験

圃
県
職
員
採
用初

級
試
験

※診療時間

職
種
及
び
受
験
資
格

一
般
事
務
A

昭
和
二
十
九
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
三
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
人

一
般
事
務
B

昭
和
二
十
九
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
三
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子 家

かじ

りp

警
察
事
務
、
学
校
事
務
、
農
業
土

木
、
土
木

昭
和
二
十
九
年
四
月

一
一日
か
ら
昭
和
三
十
三
年
四
月

一日
ま
で
に
生
れ
た
人

交
通
巡
視
員

1
昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
れ
た
女
子

2
長
崎
市
、
佐
世
保
市
に
居
住
し

て
い
る
人
、
若
し
く
は
両
市
に

転
居
、
又
は
通
勤
可
能
な
人

3
身
長
は
お
お
む
ね
一
五
二
冊
以

上
で
あ
る
乙
と

4
両
眼
と
も
裸
眼
視
力

0
・
六
以

上
、
文
は
裸
眼
視
力
0
・
一
以

上
で
、

且
つ
、
き
ょ
う
正
視
力

一・

O
以
上
で
弁
色
力
が
完
全

な
乙
と

5
聴
力
が
完
全
で
.
身
体
に
奇
型

そ
の
他
異
常
が
な
い
乙
と
。

受
付
期
間
九
月
二
十
五
日
ま
で

申
込
用
紙
請
求
先
申
込
用
紙
は

県
人
事
委
員
会
事
務
局
、
各
振

興
局
、
各
支
庁
で
交
付
し
ま
す

※
詳
し
く
は
長
崎
県
人
事
委
員
会

事
務
局
総
務
課

(長
崎
市
江
戸

町
二

l
一
三
県
庁
内
)
へ

園
警
察
官
採
用
試
験

受
験
資
格

1
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
三
十
三
年
四
月

一
日
ま
で

に
生
れ
た
男
子

宮
中
学
、
高
校
、
又
は
短
大
を
卒

業
し
た
人
、
又
は
昭
和
五
十
一

年
三
月
卒
業
見
込
み
の
人
。

受
付
期
間

九
月
二
十
五
日
ま
で

申
込
用
紙
請
求
先

長

崎

県
人
事

委
員
会
事
務
局
、
長
崎
県
警
察

本
部
警
務
課
、
県
内
の
警
察
署

※
詳
し
く
は
長
崎
県
人
事
委
員
会

事
務
局
総
務
課

(長
崎
市
江
戸

町
二
l

二
ニ
)
へ

講

習

会

園
生
き
が
い
論
講
座

日
時
八
月
二
十
五
日
(月
)午
後

一
時
三
十
分

t
三
時
三
十
分

場

所

中

央
公
民
館

一
般
成
人

対
象

受
講
料

無
料

内
円相

官

「私
の
生
き
が
い
を
語
る」

講
師

下
瀬
広
報
研
究
所
長

下
瀬
隆
治
先
生

申
込
八
月
二
十
日
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
‘
生
年
月

日
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

す
で
に
申
込
ん
で
お
ら
れ
る
人

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
先

久
原
郷

一
の
一
、
中
央

公
民
館
「
生
き
が
い
論
講
座
係」

あ

て

皿

②

l
四
三
三
一

い
座
席
ベ
ル
ト
の

着
用
を

七
月
十
六
日
か
ら
夏
の
交
〆

通
事
故
防
止
運
動
が
実
施
さ
U

れ
て
い
ま
す
。

運
動
の
重
点
は

「歩
行
者

山

特
に
子
供
と
老
人
の
事
故
防
V

止
」

「
飲
酒
・
過
労
暴
走
連

日一

転
に
よ
る
事
故
防
止
」

と
な
〆

っ
て
い
ま
す
。

乙
れ
に
あ
わ
せ
座
席
ベ
ル

・

ト
を
着
用
す
る
よ
う
心
掛
け
山

古
品

1
U

ょ・つ。

交
通
事
故
に
あ

っ
た
場
合
~

座
席
ベ
ル

ト
を
着
用
し
て
い
H

た
な
ら
ば
被
害
を
防
止
、
あ
内

る
い
は
軽
減
さ
せ
る
乙
と
が
山

で
き
た
と
認
め
ら
れ
る
事
例
d

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

「
め
ん
ど
う
だ
か
ら
」

「
ま
さ
か
事
故
に
は
遭
う
v

ま
い
」
と
い
う
安
易
な
気
~

持
は
捨
て
、
一
人
で
も
多
く
八

の
人
が
着
用
し
て
重
大
事
故
V

を
減
少
さ
せ
る
よ
う
努
め
ま
山

l
v

ょ
・っ。
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間

同
刀
川

au
川

年
酬

n
u
m
 

F
町
叫
山
川

和
馴

昭
酬

募

集

-
県
央
地
域
広
域
市
町

村
圏
組
合

消
防
史
員
を
募
集

受
験
資
格

。
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人
で
昭
和
三
十
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
三
十
二
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子

。
短
大
及
び
大
学
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
人
で
昭
和
二
十
六

年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ
た
男

子
受
付
期
間
八
月
十
一
日

t
二
十

五
日

※
詳
し
く
は
県
央
地
域
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部
総
務
課

(
血
諌
早

@
1
0
一
一
九
)
又

は
大
村
消
防
署
へ

-
市
民
音
楽
祭
の

出
演
者
募
集

市
民
音
楽
祭
は
十
月
二
十
六
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
出
演
を
希

望
さ
れ
る
団
体
は
、
次
の
と
お
り

・
申
込
み
下
室
い
。

出
場
資
格
市
内
に
在
住
す
る
一

般
市
民
及
び
グ
ル
ー
プ

種
目
邦
楽
、
器
楽
、
コ
ー
ラ
ス

声
楽

経
費
出
場
に
必
要
な
所
要
経
費

は
一
切
自
己
負
担
と
す
る

所
要
時
間
十
分
を
限
度
と
す
る

出
場
申
込
出
場
希
望
の
グ
ル

l

プ
は
、
所
定
の
申
込
書
で
申
込

吾コ A 
固い I~、， 

市民プ ー ル 無 料 開 放

周
囲
を
「
国
民
皆
泳
の
日
」
が
設
け
ら
れ

海
で
固
ま
て
い
ま
す
。

れ
た
我
が
そ
の
た
め
市
民
プ
!
ル
で
は
、

国
で
は
、
次
の
と
お
り
プ
ー
ル
を
無
料
開
放

だ
れ
も
が
し
ま
す
。

泳
げ
る
力
入
場
時
間
及
び
区
分

を
つ
け
、
第
一
回
午
前
十
時

t
十
二
時
三

水

の

犠

牲

十

分

者
を
な
く
第
二
回
午
後
一
時

t
三
時
三
十

す

た

め

、

分

八
月
一
日
第
三
回
午
後
四
時

i
六
時

か
ら
十
七
※
各
区
分
ご
と
に
入
場
者
を
入
替

日

ま

で

え

ま

す

。

日

日

1 7 

国民皆泳の

月

む
、
(
申
込
書
は
、
市
社
会
教
育

課
に
あ
り
ま
す
)

申
込
期
日
八
月
三
十
日
ま
で

運
営
音
楽
祭
の
運
営
は
、
主
催

者
で
行
う
。

※
詳
し
く
は
市
社
会
教
育
課
へ

-
日
本
住
宅
公
団

特
定
分
譲
住
宅

譲
受
人
を
募
集

資
格
土
地
(
又
は
借
地
)
の
あ

る
会
社
等
の
法
人
又
は
事
業
主

で
、
そ
の
従
業
員
に
住
宅
を
貸

与
又
は
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
人

申
込
戸
数
及
び
構
造
一
団
地
十

二
戸
以
上
(
単
身
寮
は
二
十
四

人
以
上
〉
の
耐
火
構
造
(
庖
舗

事
務
所
、
倉
庫
等
併
設
可
)

受
付
期
間
九
月
三
十
日
ま
で

申
込
先
長
崎
県
住
宅
課

利
用
で
き
る
公
団
資
金
限
度
額

社
宅
二
戸
当
り
二
百
九
十
九
万

円
か
ら
五
百
九
十
三
万
円
以
内

単
身
寮
一
人
当
り
百
二
十
万
円

か
ら
二
百
三
万
円
以
内

施
設
一

d
当
り
四
万
八
千
円
か

ら
五
万
六
千
円
以
内

割
賦
利
息
年
九
・
四
Mm

※
詳
し
く
は
一
T
八一

O

福
岡
市

中
央
区
長
浜
二
丁
目
二

l
四

日
本
住
宅
公
団
九
州
支
社
事
業
部

分
譲
住
宅
課

(
E
O
九
二

l
七
七

一
|
四
一
一
一
)
ヘ
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催

し

も

の

-
子
供
芸
術
劇
場

音

楽

劇

「
ふ
た
り
の
ロ
ッ
テ
」

日
時
八
月
二
十
日
(
水
)

開
演
午
後
二
時

場
所
市
民
会
館
ホ
l
ル

対
象
市
内
小
学
校
五
・
六
年

主
催
文
化
庁

県
・
市
教
育
委
員
会

出
演
劇
団
「
四
季
」

入
場
料
無
料

入
場
券
各
学
校
で
希
望
者
に
配

布
。
五
・
六
年
生
の
父
兄
及
び

同
教
師
・
少
年
団
体
指
導
者
で

ご
希
望
の
人
は
学
校
又
は
市
社

場 …会
で当教
き日育
ま、課
せ入へ
ん場申
。券込

のん
な で
い下
人 さ
は い
入。

圃
盆
踊
り
大
会

場日
所時

八
月
十
六
日
午
後
六
時

竹
松
駅
前
遊
園
地

ス

ポ

‘Y 

-
少
年
柔
剣
道

練

成

大

会

市
連
合
防
犯
協
会
で
は
.
青
少

年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
て
、

市
柔
道
協
会
、
市
剣
道
協
会
及
び

市
教
育
委
員
会
の
後
援
で
毎
年
少

年
柔
剣
道
練
成
大
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
本
年
は
次
の
と
お
り

開
催
じ
ま
す
。

日
時
八
月
二
十
四
日
〈
日
)

午
前
九
時
か
ら

市
民
体
育
館

場
所

の

他

国
子
供
緑
陰
読
書

コ
ー
ナ
ー
を
開
設

市
立
図
書
館

市
立
図
書
館
で
は
、
児
童
を
図

書
館
に
親
し
ま
せ
、
読
書
の
増
進

を
は
か
る
た
め
、
児
童
室
前
庭
の

芝
生
に
緑
陰
読
書
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
し
ま
す
。

開
設
期
間
中
の
毎
週
水
曜
日
午

後
三
時
か
ら
、
紙
芝
居
、
童
話
、

読
書
ク
イ
ズ
な
ど
、
楽
し
い
子
供

の
集
い
も
行
い
ま
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
お
い
で
下
さ
い

開
設
期
間
八
月
中

-
発
明
相
談
室

日
時
八
月
十
六
日
ハ
土
)

午
前
十
時

t
十
二
時

場
所
市
商
工
観
光
課

発
明
協
会
か
ら
担
当
者
が
出
向

い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

-
8月
の
射
撃
予
定

池

田

射

撃

場

O
四
日

t
七
日

O
二
十
一
日

t
三
十
日


	197508-1-p01
	197508-1-p02-08

